
生物の観察と分類　標準問題　解説
中学1年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：ウ（スギゴケ）

スギゴケ（コケ植物）やイヌワラビ（シダ植物）は、種子をつくらず胞子でふえます。

よくあるまちがい：胞子でふえる＝シダ植物・コケ植物。

問2　答え：イ（単子葉類）

トウモロコシは子葉が1枚の単子葉類で、葉脈は平行脈、根はひげ根です。

よくあるまちがい：子葉の数・葉脈・根のつくりをセットで覚える。

問3　答え：イ（鳥類と哺乳類）

鳥類と哺乳類は恒温動物です。魚類・両生類・は虫類は変温動物です。

よくあるまちがい：恒温動物＝鳥類・哺乳類だけ。

問4　答え：ウ（哺乳類）

哺乳類は胎生で、生まれた子は乳で育てられます。ほかの脊椎動物は卵生です。

よくあるまちがい：胎生＝哺乳類だけ。

問5　答え：イ（鳥類）

羽毛・肺呼吸・からのある卵（卵生）・恒温動物、が鳥類の特徴です。

よくあるまちがい：体の表面（羽毛・毛・うろこ・しめった皮ふ）は分類の大きな手がかり。

問6　答え：種子をつくるか → 胚珠が子房に包まれているか → 子葉が2枚か1枚か

種子をつくる（種子植物）→ 胚珠が子房に包まれている（被子植物）→ 子葉が2枚（双子葉類）の順に分け

ていきます。

よくあるまちがい：大きな分け方から順に調べる。子葉の数は被子植物を分けるときに使う。

問7　答え：イ（カニ）

カニやエビ（甲殻類）、昆虫、クモなどは節足動物です。

よくあるまちがい：節足動物＝外骨格＋節のあるあし。

問8　答え：下の例

子を胎生でうみ、乳を与えて育てる。体の表面が毛でおおわれている。（ほかに、肺で呼吸する恒温動物で

あることは鳥類とも共通）

採点のポイント：胎生（乳で子を育てる）であること／体が毛でおおわれていること

よくあるまちがい：「空を飛ぶ」「つばさがある」は分類の決め手にならない。体のつくりや子のうまれ方で分ける。
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